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第 50 回明治大学中央図書館ギャラリー企画展示 

「神保町と近代出版 100 年」 

 

ご あ い さ つ 
 

諸君が、諸君の殆んど身辺に、豊富な書架を持っていられる事――すなわち 

神田の書店街と登校の道すがらに、常に接触する事が出来るのは、これは、 

諸君にとって非常に大きな特権だ。 

(舟橋聖一「書物の街『神田』」 『書物春秋』16 書物春秋会、1932.2） 

 

 戦前戦後、明治大学で教鞭をとった作家の舟橋聖一は、学生たちにいつもこのように語りかけていた 

そうです。 

明治大学は、1881 年に有楽町で孜々の声を上げ、1886 年に駿河台に移りました。1881 年は奇しくも

三省堂書店創業の年です。駿河台での明治大学の歴史は、まさに本の街と共にあったといっても過言で

はないでしょう。 

 明治大学リバテイアカデミーでは、2011 年より本の街・神保町を元気にする会（会長：三省堂書店代

表取締役社長亀井忠雄氏）と共催で公開講座「本の街・神保町で考える」を開講して参りました。本年

は岩波書店が 100 周年を迎えることもあり、1877 年創業の有斐閣をはじめ神保町とその周辺の出版社

や書店などが日本の近代出版に果たしてきた役割や歴史を振り返るべく「神保町と近代出版 100 年」を

テーマといたしました。 

本展示は、本の街・神保町を元気にする会と明治大学中央図書館の共同企画により、同講座に併せて

開催するものです。関係出版社・書店の来歴や特色をパネルで紹介するとともに、各社の貴重な初版本

や雑誌創刊号などのメモリアル的出版物を多数展示いたしました。本の街・神保町が形成する「近代出

版史」の一端をご覧いただければ幸いです。 

ご協力いただいた下記の 12 社及び明治大学中央図書館に厚く感謝申し上げます。 

岩波書店、三省堂、集英社、小学館、中央経済社、東京堂出版、 

日本文芸社、二見書房、平凡社、八木書店、有斐閣、理論社 

2013 年 10 月 

 

明治大学リバティアカデミー公開講座 

「神保町と近代出版 100 年」コーディネータ 飯澤文夫 







そうだったのか！

岩
波
文
庫
の
こ
と

古
典
を
読
む
な
ら
「
岩
波
文
庫
」。
そ
ん
な
声
を
い
た
だ
く
の
に
は
理
由
が
あ
り
ま

す
。
い
ま
で
は
お
馴
染
み
に
な
っ
た
、「
文
庫
」
の
は
じ
ま
り
の
こ
ろ
の
お
話
で
す
。

岩波文庫創刊
創刊ラインナップ（31冊）
と『東京朝日新聞』第
一面の創刊広告

岩波文庫創刊のきっかけになった，改造社の円本．菊判 3 段組で約 300～ 400 頁の本を
１冊１円で予約販売．35万余の予約があったといいます（当時の日本の人口は約６千万人）．

岩
波
文
庫
が
創
刊
さ
れ
た
の
は
、
一
九
二

七
年
で
す
。
時
代
は
、
日
本
の
出
版
事
業

に
と
っ
て
初
め
て
大
量
生
産
廉
価
版
の
登

場
と
な
っ
た
、
改
造
社
の
円
本
騒
動
が
落

ち
着
き
を
み
せ
た
こ
ろ
。
創
業
者
岩
波
茂

雄
は
、
こ
の
騒
動
に
対
し
て
当
初
同
様
の

計
画
も
考
え
た
よ
う
で
す
が
、
目
先
を
か

え
て
ド
イ
ツ
の
レ
ク
ラ
ム
文
庫
に
倣
い
、

古
典
及
び
準
古
典
だ
け
の
双
書
を
計
画
し

ま
す
。
計
画
立
案
に
は
哲
学
者
の
三
木
清

が
加
わ
り
ま
し
た
。
二
七
年
七
月
九
日
の

『
東
京
朝
日
新
聞
』
の
第
一
面
に
掲
載
さ
れ

た
創
刊
広
告（
中
段
写
真
）で
は
、 「
古
今

東
西
の
典
籍
」
と
い
う
標
語
を
も
っ
て
岩

波
文
庫
創
刊
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
茂

雄
に
よ
る
「
真
理
は
万
人
に
よ
っ
て
求
め

装
画
と
マ
ー
ク　

岩
波
文
庫
と
い
え
ば
、

あ
る
時
期
ま
で
誰
し
も
あ
の
唐
草
模
様（
本

頁
上
部
の
模
様
）を
思
い
う
か
べ
た
は
ず
。

こ
の
装
丁
は
平
福
百
穂（
ひ
ら
ふ
く
ひ
ゃ
く
す
い

一
八
七
七
〜
一
九
三
三

）画
伯

に
よ
る
も
の
で
、
平
福
氏
は
新
し
い
図
案

を
描
く
よ
り
も
古
い
も
の
か
ら
取
材
し
た

ほ
う
が
よ
い
、と
正
倉
院
所
蔵
の
古
鏡
「
鳥

獣
花
背
方
鏡
」
の
模
様
を
え
ら
び
、
こ
れ

を
模
し
て
装
丁
の
図
案
を
描
き
ま
し
た
。

裏
表
紙
の
マ
ー
ク「
壺
」（
カ
ブ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）は
平
福
画
伯
の
作
で
す
。

岩
波
文
庫
は
、

　
　
い
つ
創
刊
し
た
の
？

ら
れ
る
こ
と
を
自
ら
欲
し
」
で
は
じ
ま
る

発
刊
の
辞
「
読
書
子
に
寄
す
」
が
同
広
告

で
初
め
て
発
表
さ
れ
、
知
識
と
美
を
求
め

る
民
衆
に
応
じ
励
ま
さ
れ
て
岩
波
文
庫
は

生
ま
れ
た
、
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
分
売

を
許
さ
な
い
円
本
な
ど
の
予
約
販
売
に
対

し
て
、
い
つ
で
も
読
み
た
い
時
に
安
価
で

携
帯
性
の
あ
る
本
を
一
冊
ず
つ
で
も
購
入

で
き
る
、
と
い
う
の
が
岩
波
文
庫
で
し
た
。

岩
波
文
庫
の
装
丁

数 字 で み る 岩 波 文 庫
【通算刊行冊数（1927年～

2012年 ）】
約 5,650 冊

【通算ベスト 5】
1　プラトン
　『ソクラテスの弁明・クリトン』
2　夏目漱石
　『坊っちゃん』
3　ルソー
　『エミール（上）』
4『論語』
5　夏目漱石
　『こころ』

発
刊
の
辞
「
読
書
子
に
寄
す
」
は
、
い
ま

な
お
岩
波
文
庫
の
巻
末
に
付
さ
れ
て
い
ま

す
。

そうだったのか！岩波書店

刊
行
。
同
年
一
二
月
に
は

『
漱
石
全
集
』
の
刊
行
開

始
。
以
来
、
七
度
版
を
改

め
、
そ
の
都
度
、
新
資
料

や
注
解
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。
漱
石
の
手
が
け

た
『
こ
ゝ
ろ
』
の
装
丁
は
、

『
漱
石
全
集
』
や
漱
石
作

品
の
文
庫
カ
バ
ー
に
い
ま

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
目
漱
石
と
岩
波
書
店

岩
波
書
店
の
初
の
出
版
物
『
こ
ゝ
ろ
』
刊
行
以
来
、
夏
目
漱
石
の
存
在
は
い
ま

で
も
大
き
な
も
の
で
す
。
漱
石
と
の
出
会
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

創
業
者
岩
波
茂
雄
が
夏
目
漱
石
の
知
遇
を

得
た
の
は
、
一
九
一
三
年
、
古
本
屋
の
開

業
間
も
な
い
頃
。
旧
制
一
高
時
代
か
ら
の

親
友
で
漱
石
門
下
生
だ
っ
た
安
倍
能
成
を

通
し
て
、
岩
波
書
店
の
看
板
の
文
字
を
漱

石
に
書
い
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
茂
雄
は
、
漱
石
宅
で
開
か
れ
て
い

た
弟
子
た
ち
の
集
い
「
木
曜
会
」
に
も
顔

を
出
す
よ
う
に
な
り
、『
こ
ゝ

ろ
』
の
出
版
を
任
さ
れ
ま
す
。

当
時
す
で
に
人
気
作
家
だ
っ

た
漱
石
が
、
自
分
の
著
作
を

新
参
の
岩
波
書
店
に
任
せ
た

の
は
極
め
て
異
例
の
こ
と
で

し
た
。
茂
雄
は
、
採
算
度
外

視
で
も
綺
麗
な
本
を
作
ろ
う

初
の
出
版
物
『
こ
ゝ
ろ
』
ま
で

漱
石
は
『
こ
ゝ
ろ
』
の
出
来
ば
え
に
喜
び
、

そ
の
後
『
硝
子
戸
の
中
』『
道
草
』
も
岩
波

書
店
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
一
六
年
一

二
月
、
漱
石
が
死
去
し
た
後
、
翌
年
一
月

に
は
絶
筆
と
な
っ
た
未
完
の
『
明
暗
』
を

『
漱
石
全
集
』

漱石を師と慕う人たちが集まった「漱石山房」．その様子を画家津田青楓が描いて
います．他の 10人とともに茂雄は本を読んでくつろいでいる様です．

右：『明暗』発売
発売日に店頭に勢
揃いする岩波茂雄
（右から 4 人目）
と店員たち（1917
年 1 月 26 日）

左：漱石全集（全
14 巻）

『こゝろ』
漱石が自ら装丁した

と
意
気
込
み
、
漱
石
に
た
し
な
め
ら
れ
た

り
も
し
て
い
ま
す
。
や
が
て
漱
石
も
茂
雄

の
熱
意
に
動
か
さ
れ
、
自
身
で
装
丁
ま
で

手
掛
け
ま
す
。
こ
う
し
て
、
一
九
一
四
年
、

岩
波
書
店
の
事
実
上
初
の
出
版
物
『
こ
ゝ

ろ
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

岩波書店の看板の文字
漱石に揮毫してもらった文字を使用

そうだったのか！岩波書店

岩
波
新
書
の
こ
と

今
日
の
問
題
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、
必
要
な
知
識
を
的
確
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
、
い
ま
で

は
お
馴
染
み
の
「
新
書
」。
時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
創
刊
時
か
ら
変
わ
ら
ぬ
か
た
ち
で
す
。
岩
波

新
書
は
、
常
に
時
代
と
伴
走
し
な
が
ら
も
、
時
代
に
流
さ
れ
な
い
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

判
型　

B
40
判（
B
判
の
紙
を
40
取
り
す
る

と
い
う
意
味
）で
、
B
６
判（
32
取
り
）よ
り

幅
が
少
し
短
い
サ
イ
ズ
。
イ
ギ
リ
ス
の
双

書
ペ
リ
カ
ン
・
ブ
ッ
ク
ス
の
判
型
に
倣
っ

て
い
ま
す
。
現
在
の
「
新
書
」
の
か
た
ち

は
岩
波
新
書
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

装
丁　

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
研
究
で
知
ら
れ
る
白

樺
派
の
画
家
児
島
喜
久
雄
氏
に
よ
る
も
の

で
、
扉
画
は
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
風
神
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。
創
刊
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
表
紙
を
飾
っ
て
い
る
波
枠
は
、

児
島
氏
と
編
集
部
で
度
重
な
る
討
議
の
う

え
決
め
た
も
の
で
す
。

岩
波
新
書
の
創
刊
は
、
日
中
戦
争
下
の
一
九

三
八
年
。
創
刊
の
辞
に
は
、
道
義
の
精
神
に

則
ら
な
い
日
本
の
行
動
を
憂
慮
し
、
現
代
人

の
現
代
的
教
養
を
目
的
と
し
て
刊
行
す
る
、

と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。
拡
大
す
る
戦
争
を
支

え
る
時
流
に
抗
す
る
た
め
に
は
、
世
界
的
視

野
に
立
つ
自
主
的
判
断
の
資
を
提
供
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
で
し

た
。
岩
波
新
書
の
第

１
号
は
、
中
国
の
人

々
へ
の
医
療
伝
道
に

尽
力
し
た
ク
リ
ス
テ

ィ
ー
の
著
作
、『
奉
天

三
十
年
』
で
す
。

岩
波
新
書
は
、

　
　
い
つ
創
刊
し
た
の
？

判
型
と
装
丁

かつて岩波新書にはスピン（しおり）がついていました．岩波文庫同様，「天」を化
粧截しない（アンカット）のは，その名残りといえます．

数 字 で み る 岩 波 新 書
【通算刊行冊数（1938年～

2012年 ）】
約 3,000 冊

【通算ベスト 5】
1　永 六輔
　『大往生』
2　大野 晋
　『日本語練習帳』
3　清水 幾太郎
　『論文の書き方』
4　梅棹 忠夫
　『知的生産の技術』
5　井上 清
　『日本の歴史（上）』

表
紙
色
の
変
遷

【
赤
版
】　

創
刊
か
ら
戦
時
下
休
刊
ま
で（
一

　
　
　
　

〇
一
冊
）。

【
青
版
】　

戦
後
再
開
か
ら
一
〇
〇
〇
番
ま

　
　
　
　

で（
千
冊
）。

【
黄
版
】　

青
版
千
冊
を
機
に
衣
替
え
。
一

　
　
　
　

九
八
七
年
ま
で（
三
九
六
冊
）。

【
新
赤
版
】
創
刊
五
〇
年
か
ら
現
在
ま
で
。

初
心
に
帰
る
意
味
で
、創
刊
時
と
同
じ
「
赤
」

を
採
用
。
な
お
、
新
赤
版
は
二
〇
〇
六
年

に
一
〇
〇
〇
番
を
超
え
、
そ
れ
を
機
に
、

新
赤
版
一
〇
〇
一
番
か
ら
デ
ザ
イ
ン
変
更
。

元
デ
ザ
イ
ン
を
い
か
し
な
が
ら
、
表
紙
の

風
合
い
、
マ
ー
ク
な
ど
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
桂
川
潤
氏
に
よ
る
装
丁
で
す
。

よりよく生きるとは、どういうことか。
よりよい社会とは、どんな社会か。

岩波書店は 1913 年の創業から、問い、考えることを
世の人々と共にするため、学術研究・思想・文学・芸術等の

人間の創造活動の成果を広く伝えてきました。

世界は今、大きな変わり目にあります。
経済的発展やグローバル化と

幸福との一致点が、見つけにくくなっています。
情報は氾濫し、世の中も個人も翻弄されがちです。

では、どうすればいいのか。
正しい答えは、ないかもしれません。

けれど、その「ないかもしれない正解」を問いつづける姿勢が
大切だと私たちは考えます。

問う。すべては、そこからはじまります。

人は、本を読むことで思考を広げられます。
新しい自分や世界に出会う喜びがあります。

そして少し階段をのぼったとき、また新たな問いが生まれる。
私たちの本が、そんな限りない成長の扉となるように。

これからも岩波書店は、問う大切さを知る読者、著者と共に、
希望ある時代を社会を追い求めていきます。

岩  波  書  店





東 京 堂 東京堂書店東京堂出版
創業1890年（明治23）

創業の地・神保町で
読書人とともに123年

 草創・発展 
創業者・高橋新一郎が出版社・博文館の支援をう
けて、東京市神田区表神保町に書籍雑誌の小売店・
東京堂を開いたのは1890年（明治23）。当時、東
京の本屋街の中心は日本橋、京橋から神田に移り
つつありました。翌91年には、大橋省吾（博文館・
大橋佐平の子）が経営をつぎ、雑誌取次業と出版
業を始めます。都市部のみならず全国に販売網を
もつ本格的な出版取次店は東京堂が最初でした。
以後、東京堂は取次業を中心として、小売り、出
版と、読者と書物とを結ぶ多面的な展開をしまし
た。

 限りなく広がる知識の世界 
柳田国男『民俗学辞典』（毎日出版文化賞受賞）
の刊行以来、東京堂出版では、辞典を刊行書目の
中心の一つに据えてきました。その点数は現在
850点を超え、国文学、日本語、歴史学の辞典か
ら読み物風事典まで、様ざまな領域に広がる知識
を読者に提供することを心がけ刊行を続けていま
す。一方、『平安遺文』『鎌倉遺文』『仮名草子集成』
などの大きな史料集から、近年は書道、気象予報
あるいはマジック、健康関係の趣味実用本まで、
多様なジャンルの書目を刊行しています。

 出版史にのこる新刊目録刊行事業 
草創期の東京堂が力を注いだのは「月報」形式の
新刊目録刊行事業でした。創業の翌年から早くも
『東京堂発兌書籍月報』を創刊しています。月ご
との新刊雑誌・書籍を目録としてまとめたもので、
当初は取次業務用として書店向けに作られました
が、次第に読書人のための新刊情報誌になりまし
た。その刊行は、明治・大正期から、いく度か名称・
形式を変えて昭和戦前期まで続きました。これら
の目録に収められた膨大な新刊情報、書籍広告、
折々のエッセイは、そのままわが国の出版史をヴィ
ヴィッドに証言する貴重な資料でもあります。

 創業の地で読書人とともに 
東京堂の小売の店舗は、戦前３度の火災に見舞われ、

そのたびに直ちに営業を再開しました。当
時、東京のモダン建築の一つと評された大
正期の店舗、震災後に復興なった昭
和初年の店舗は、２階をギャラリー
にして様ざまな催しものを開き、
文化人の溜り場として賑わ
いました。その伝統は今で
も受け継がれています。

【草創・発展の昭和戦前期まで】

1890年（明治23）
３月10日 小売書店・東京堂開業。

1891年（明治24）
小売店に加え、取次業（出版物の卸売業）と出版業を
はじめる。取次業務用目録『東京堂発兌書籍月報』を
創刊。『近世豪傑譚』『名家詩纂』などを出版。

1892年（明治25）
４月10日の神田の火災で社屋を焼失。ただちに新店舗
を建てる。

1898年（明治31）
取次業務用の『雑誌世界』を創刊。雑誌の一手販売に
力を入れる。

1913年（大正２）
２月20日の神田の大火で社屋を消失。12月「日本一の
本屋東京堂」と評判を呼んだモダン建築の新店舗が完
成。

1914年（大正３）
読書人のための新刊情報雑誌として『新刊図書雑誌月
報』を創刊。

1923年（大正12）
９月、関東大震災で三たび社屋を消失。

1927年（昭和２）
『東京堂月報』（『新刊図書雑誌月報』を改題）を創刊。

1928年（昭和３）
神田錦町に社屋を新築して取次部門を移転。円本ブー
ム、雑誌発行部数の大幅な増加を背景に取次業界トッ
プとなる。翌年、移転跡に小売部の新店舗が完成。

1930年（昭和５）
５月『出版年鑑』を創刊。

1935年（昭和10）
国文学界の画期的名著といわれた『日本文学全史』全
12巻を刊行。 

1941年（昭和16）
中心事業であった出版物取次業が国策により統合会社
日配に無償で吸収される。以降は出版業と小売業にて
事業を行う。 

【戦後の歩み】

1951年（昭和26）
柳田国男『民俗学辞典』と東条操『全国方言辞典』が絶
賛を博し、以後、辞典出版に力を注ぐ。

1964年（昭和39）
出版部門と小売部門を㈱東京堂から分社させ、㈱東京
堂出版・㈱東京堂書店となる。 

1971年（昭和46）
㈱東京堂出版、竹内理三『鎌倉遺文』全42巻の刊行開
始。

1977年（昭和52）
㈱東京堂、九段下に地上20階・地下４階の「東京堂千代
田ビル」を竣工。 

1982年（昭和57）
㈱東京堂書店、神保町すずらん通りの創業の地に地上
6階建て（全フロア書店）の新店舗をオープン。 

2011年（平成23）
グループとしての長期的拡大発展を目的として、子会
社東京堂書店を東京堂と合併。 

2012年（平成24）
3月、神田神保町店、カフェを併設してリニューアル・
オープン。６月にソヨカふじみ野店、８月にアトレ
ヴィ東中野店オープン。

123年の歩み

『雑誌世界』（1898年創刊）

1907年（明治40）ころの東京堂。現在の本店店舗の場所にありました。

昭和初期の出荷風景。大正期までは荷車でしたがトラックになっています。

『東京堂月報』（1927年創刊）

1913年（大正２）の東京堂

1929年（昭和４）の東京堂小売部

１
９
６
０
年
（
昭
和
35
）
の
東
京
堂
書
店

『出版年鑑』（東京堂版）　昭和５年
（1930）より「年鑑」の形で編纂
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19661966  1974197419551955 19651965

1947194 195495419251925 19461946

19881988   1996199619751975 19871987

20062006   2013201319971997  20052005

集英社小史

発展期成長期

基礎づくり草創期

展開躍動期

脱皮再編

1966年～1974年(昭和41年～49年)1955年～1965年(昭和30年～40年)

1947年～1954年(昭和22年～29年)1925年～1946年(大正14年～昭和21年)

1988年～1996年(昭和63年～平成8年)1975年～1987年(昭和50年～62年)

2006年～現在〈2013年〉
(平成18年～現在〈平成25年〉)

1997年～2005年(平成9年～17年)

日本が経済的にようやく豊かになり始
めた1960年代後半、若者のサブ・カ
ルチャーが現象化。そんな時代背景か
ら「週刊プレイボーイ」「週刊セブン
ティーン」「non・no」といった雑誌が
誕生。集英社は意欲的出版社として若
者の支持を得、生活とファッションをリー
ドしていく。さらに「少年ジャンプ」を
はじめとする多彩な漫画誌の創刊によ
り、コミック文化を確立。美術と文学
分野にも挑戦し、その後の土台となる
エンタテインメント雑誌群を続出する。

芸能の映画と雑誌が娯楽の時代であっ
た昭和30年代。児童誌の成功に端を
発した集英社は、総合出版社めざして
新たな挑戦を試みる。本格的な書籍出
版に着手し、連載漫画の単行本や児童
書に加え、一流作家の文芸書や文学全
集など続々と刊行。外国文学への進出
も果たす。後に大型長寿雑誌として成
長する「りぼん」や「週刊マーガレッ
ト」、皇太子妃スクープで社会的反響
を呼んだ「週刊明星」の創刊もこの時
期。高度成長期という時代の中、集英
社も確実に成長を遂げていった。

戦後の混乱の中、紙芝居にヒントを得
た児童書『少年王者』が誕生し、たち
まちベストセラーに。空前の出版ブー
ムが巻き起こる出版界へ、合資会社集
英社の順風満帆な船出だった。株式会
社集英社に改組して後は、新雑誌「お
もしろブック」、超アイドルの美空ひば
りを登場させた「少女ブック」と、児
童誌の創刊で躍進を続ける。独立社屋
に移転した1952年、ビジュアル雑誌
の走りとなる「明星」を創刊。〝明星
の集英社〞として世間に認知され、独
自の道を歩み始めた。

集英社の歴史は、関東大震災から2年
経った1925年（大正14年）、小学館
より趣味・娯楽性に重きを置く雑誌が
集英社名で発行されたことに始まる。
翌1926年（大正15年）には小学館の
娯楽誌出版部門として分離、集英社が
発足。設立間もなく時代は、昭和へ。
文字通り、時代の大きなうねりの中
で、趣味や娯楽性の時代を先見し創設
された集英社。草創期の沸き立つエネ
ルギッシュさは、世界大戦の始まる
1930年代後半まで続くこととなる。

バブル経済崩壊後の混沌とした日本経
済に明かりは見えない。時代は昭和か
ら平成に移った。ますます多様化する
人々の生活スタイルやファッション。
そのニーズに応えて、集英社はジャン
ルを拡大してゆく。さらに新たな事業
展開を図り、挑戦は続く。

源流から新しい流れが生まれ、細分化
されていったのがこの躍動期。「PLAY 
BOY 日本版」創刊号が即日完売、出
版界史上、空前絶後の記録を達成した
1975年、〝女性の自立〞という言葉が
叫ばれ始めた。そんな潮流をとらえた
女性誌が続々誕生。女性の新しい考え
方や生き方を提案し、社会をリードす
る。性別・年代別に様々な生き方を追
求したクラスマガジンの時代。1985
年、〝科学万博つくば'85〞に出展した
ことで社名も一般に通用するように
なっていった。

世界的に長期不況が続く時代にあっ
て、『ONE PIECE』をはじめ、「週刊
少年ジャンプ」連載漫画の記録はとど
まるところを知らない。ジャンプワー
ルドの拡大。一方、2006年、イン
ターネット・ビジネスにも進出、デジ
タル出版室、ブランド事業部などが新
設された。新事業にも積極的に取り組
み、さらなる挑戦はこれからも続く。

21世紀に向かって、新体制による創
業70年記念出版の数々が世に問われ
た。景気停滞が長引く中、出版業の原
点に立ち返り、文化の発信者としての
自覚が要求される。1997年、WEB上
にホームページを開設、採用試験もイ
ンターネットでの受付に変わった。時
代はパピルスからエレクトロニクスへ
と移るのか？
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理論社 創作児童文学のあゆみ

©Shizuko Wakayama
「ぼくは王さまシリーズ」

（寺村輝夫 作）

敗戦後の1947年、焦土と化した日本に《豊か
な種子をまこう》との思いで、理論社は誕生
しました。
やがて種子は芽生え、子どもたちを育む児童

文学が豊かに花開きました。その後、東西冷戦の終わりと
ともに、日本も世界も、21世紀は大きな変動の時代を迎え
ています。３. 11大震災の体験は、わたしたちの生き方や
価値観、文明観までも問い直しているようです。子どもた
ちの環境も、こうした状況を反映し、また大きく変化して
います。
激動の時代にあって、いま子どもたちに必要なのは生きる
喜びとなる一冊の本です。人びとの英知と真理を、子ども
たちに、たのしく、おもしろく伝える本だと思います。
私たちはこれからも、未来と世界をみつめながら、本をつ
くり続けていきます。

理論社

START!
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展示番号 出版社名 出展品

1 『こゝろ』　夏目漱石　1984（昭和59）年9月刊行の復刻版／初版は1914（大正3）年9月刊行

2 『おらが春・我春集』 一茶　1927（昭和2）年7月刊行

3 『奉天三十年』 上 クリスティー　1938（昭和13）年11月刊行

4 『広辞苑』 初版 1955（昭和30）年5月刊行

5 『世界』 創刊号 1946（昭和21）年1月刊行

6 『六法全書』 平成25年版 西田典之，高橋宏志，能見善久編集代表 2013(平成25)年3月刊

7 『有斐閣判例六法Professional』 平成25年版　西田典之，高橋宏志，井上正仁，能見善久編集代表 2012(平成24)年11月刊

8 『有斐閣判例六法』 平成25年版 井上正仁編集代表 2012(平成24)年10月刊

9 『ポケット六法』 平成26年版　井上正仁，能見善久編集代表 2013(平成25)年9月刊

10 『新社会学辞典』　森岡清美，塩原勉，本間康平編集代表 1993年2月刊

11
『マルチラテラル心理学＝CD-ROM』 中島義明，繁桝算男，箱田裕司，安藤清志，子安増生，坂野雄二，立花政夫編 2006(平成18)年
4月刊

12 『わたくしたちの憲法』 宮沢俊義，国分一太郎著，堀文子絵 1955(昭和30)年5月刊

13 『わたくしたちの憲法』 宮沢俊義，国分一太郎著 1983(昭和58)年2月刊

14 『新書 わたくしたちの憲法』 宮沢俊義，国分一太郎著 1987(昭和62)年4月刊

15 『注釈民法』 第１巻 谷口知平編 1964(昭和39)年11月刊

16 『憲法撮要 改訂版』 美濃部達吉著 1946(昭和21)年刊

17 『憲法撮要 改訂5版』 美濃部達吉著 1932(昭和7)年1月刊

18 『新刊図書雑誌月報』 1914（大正3）年～1926（大正15・昭和１）年

19 『東京堂月報』 1927（昭和2）年～1941（昭和16）年

20 『読書人』 1941（昭和16）年12月創刊～1944（昭和19）年4月終刊　一時再刊1951（昭和26）年4月～12月

21 『出版年鑑』（東京堂版） 1930（昭和5）年～43(昭和18)年、1947・48（昭和22・23）年

22 『民俗学辞典』柳田国男監修／民俗学研究所編 1951（昭和26）年

23 『類語辞典』広田栄太郎・鈴木棠三 編 1955（昭和30）年

24 『女のいくさ』 1963（昭和38）年

25 『エマニエル夫人』 1969（昭和44)年

26 『白い本』　1972（昭和47）年

27 『まんが日本昔なばし』  1976（昭和51）年

28 『裏ワザ大全集　スーパーマリオブラザーズ１』 1985（昭和60）年

29 『読めそうで読めない間違いやすい漢字』 2008（平成20）年

30 ウヱブスター氏新刊大辞書 『和訳字彙』 1888(明治21）年

31 『英和袖珍新字彙』 1890（明治23）年

32 『漢和大字典』 1903（明治36）年

33 『辞林』 1907（明治40）年

34 『日本百科大辞典』 1908（明治41）年～1919（大正8）年

35 『袖珍コンサイス英和辞典』 1922（大正11）年

36 『明解国語辞典』 1943（昭和18）年

37 昔のブックカバー

38 昭和8年頃「学生のデパート」として売り出していた頃に使用していた包装紙

神保町と近代出版100年   出展リスト

岩波書店

有斐閣

東京堂出版

三省堂

二見書房



展示番号 出版社名 出展品

神保町と近代出版100年   出展リスト

39 『ポケット顧問　や・此は便利だ』 下中弥三郎　1914（大正3）年

40 『大百科事典』 1（全28巻） 1931(昭和6)年

41 『太陽』 創刊号　1963(昭和38)年7月

42 東洋文庫１ 『楼蘭-流砂に埋もれた王都』 A・ヘルマン著　松田寿男訳　1963(昭和38)年創刊

43 『字通』　白川静著　1996(平成8)年

44 『高血圧･低血圧･動脈硬化』　横田良助著　1961(昭和36)年6月初版刊行

45 『便秘はこれで治る』 伊沢光三著 1961(昭和36)年6月初版刊行

46 『胃腸病の新しい治し方』 佐藤三樹雄著 1965(昭和40)年7月初版刊行

47 『<実用版>現代国語辞典』 松枝茂夫・古田東朔監修 1978(昭和53)年3月初版刊行

48 『和田アキ子だ　文句あっか？』 和田アキ子著 1983(昭和58)年9月初版刊行

49 『無能の人』 つげ義春著 1988(昭和63)年5月初版刊行

50 『蝶とヒットラー』 久世光彦著 1993(平成5)年4月初版刊行

51 『酒のほそ道』 ラズウェル細木著 1996(平成8)年2月初版刊行

52 『少年サンデー』 創刊号 1959（昭和34）年

53 『コロコロコミック』 創刊号 1977（昭和52）年

54 『週刊ポスト』 創刊号 1969（昭和44）年

55 『女性セブン』 創刊号 1963（昭和38）年

56 『小学一年生』 1925（大正14）年10月号

57 AKB48大島優子の直筆感想文

58 荒木飛呂彦 「ジョジョの奇妙な冒険」 原画

59 被災地で回し読みされた、伝説の『少年ジャンプ』

60 女性誌 『MORE』 創刊号  1977（昭和52）年7月

61 女性誌 『non・no』 創刊号 1971（昭和46)年6月

62 『簿記要論』 木村重義 1963(昭和38)年2月

63 『会計理論の基礎』 不破貞春　1961(昭和36)年6月

64 『体系会計諸則精説』 嶌村剛雄 1967(昭和42)年7月

65 『会計監査論』 山浦久司 1999(平成11)年5月

66 『はだか随筆』 佐藤弘人 1954(昭和29)年10月

67
『徳田秋声全集』（全43巻＋別巻） 編集委員：紅野敏郎・松本徹・宗像和重・田澤基久・紅野謙介・十文字隆行・小林修 2000年刊行開
始、2006年全巻完結

68 『近代歌舞伎年表』名古屋篇（全17巻＋別巻1） 国立劇場近代歌舞伎年表編纂室編 2007年刊行開始（既刊7冊、刊行中）

69 『史料纂集』古記録編・古文書編 1967年刊行開始（既刊215冊、刊行中）

70 『尊経閣善本影印集成』 前田育徳会尊経閣文庫編 1993年刊行開始（既刊53冊、刊行中）

71 『きりん』 日本童詩研究会編 1948(昭和23)～1971(昭和46)年

72 『季刊 理論』 小宮山量平編 1947(昭和22)年

73 『荒野の魂』 斎藤了一著 1959(昭和34)年

74 『チョコレート戦争』 大石真作 1965(昭和40)年

75 『ぼくは王さま』 寺村輝夫作 1961(昭和36)年

76 『北の国から』 倉本聰著 1981(昭和56)年

77 『兎の眼』 灰谷健次郎作 1974(昭和49)年

理論社

平凡社

中央経済社

日本文芸社

八木書店

小学館

集英社
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